
(57)【要約】

【課題】　針ベースが外筒にしっかり固着できるととも

に、自動的に針を弛めて内方へ後退させることによって

、患者と医療従事者への双方向保護を達成でき、構成が

簡単で、使用が便利で、破壊可能である。

【解決手段】　針と、針ベースと、芯棒と、外筒などに

より構成されるオートディスエーブル安全注射器におい

て、針ベース室における小ボトムカバーにスプライン孔

、突片、凹溝を設け、突片に位置規制凸台を設け、針ベ

ースの中部にスプライン片を設け、シールはスプライン

片とリングの間のネック部に嵌め込む。芯棒のボス部の

先端部に、リングのキャビティにおける係止溝と協働し

て係止機構を構成する係止ヘッドを設け、芯棒のボス部

の側壁にキャビティにおける螺旋溝と係合する凸部を設

けている。スプライン片と位置規制凸台は針ベースをし

っかりと外筒に固定することができる。係止ヘッドは係

止溝に挿入され、互いに一体に係合することができ、芯

棒を引き戻すと針ベースを針とともに外筒の内部へと引

き入れることができる。

【選択図】　図1
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 針 （ １ ） と 、 針 と 連 結 す る た め の 針 ベ ー ス （ ２ ） と 、 シ ー ル （ ３ ） と 、 芯 棒 （ ５ ） と 、
芯 棒 の 一 端 部 に 連 結 さ れ る ピ ス ト ン （ ４ ） と 、 外 筒 （ ６ ） と 、 芯 棒 位 置 決 め 板 （ ７ ） を 含
み 、 外 筒 （ ６ ） の 底 部 に 楕 円 状 の 鍔 部 （ ６ ９ ） を 設 け 、 外 筒 （ ６ ） の 頂 部 に お け る 大 ボ ト
ム カ バ ー （ ６ １ ） の 先 端 に 針 ベ ー ス 室 （ ６ ２ ） を 設 け て い る オ ー ト デ ィ ス エ ー ブ ル 安 全 注
射 器 に お い て 、
　 針 ベ ー ス 室 （ ６ ２ ） に お け る 小 ボ ト ム カ バ ー （ ６ ３ ） に ス プ ラ イ ン 孔 （ ６ ４ ） を 設 け 、
小 ボ ト ム カ バ ー （ ６ ３ ） の 縁 部 に ス プ ラ イ ン 孔 （ ６ ４ ） を 構 成 す る 突 片 （ ６ ５ ） を 設 け 、
隣 接 す る 突 片 （ ６ ５ ） 間 は ス プ ラ イ ン 孔 （ ６ ４ ） の 凹 溝 （ ６ ７ ） に な り 、 針 ベ ー ス （ ２ ）
の 先 端 部 は ス プ ラ イ ン 孔 （ ６ ４ ） を 貫 通 可 能 な 円 錐 継 ぎ 手 （ ２ ６ ） で あ り 、 後 端 部 は リ ン
グ （ ２ ２ ） で あ り 、 針 ベ ー ス （ ２ ） の 外 壁 に 凹 溝 （ ６ ７ ） を 貫 通 可 能 な ス プ ラ イ ン 片 （ ２
１ ） を 設 け 、 ス プ ラ イ ン 片 （ ２ １ ） と リ ン グ （ ２ ２ ） の 間 に シ ー ル （ ３ ） を 嵌 め 込 む た め
の ネ ッ ク 部 （ ２ ） を 設 け て い る こ と を 特 徴 と す る オ ー ト デ ィ ス エ ー ブ ル 安 全 注 射 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 突 片 （ ６ ５ ） に 針 ベ ー ス （ ２ ） の 旋 回 角 度 を 規 制 す る た め の 位 置 規 制 凸 台 （ ６ ６ ） を 設
け て お り 、 ス プ ラ イ ン 片 （ ２ １ ） の 底 部 が 係 合 角 （ ２ ８ ） を 有 す る 傾 斜 面 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の オ ー ト デ ィ ス エ ー ブ ル 安 全 注 射 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 リ ン グ （ ２ ２ ） の キ ャ ビ テ ィ （ ２ ７ ） の 先 端 部 に 係 止 溝 （ ２ ３ ） を 設 け 、 キ ャ ビ テ ィ （
２ ７ ） の 内 壁 に 螺 旋 溝 （ ２ ） を 設 け 、 芯 棒 の ボ ス 部 （ ５ ６ ） の 先 端 部 に 、 係 止 溝 （ ２ ３ ）
と 協 働 し て 係 止 機 構 を 構 成 す る 係 止 ヘ ッ ド （ ５ １ ） を 設 け 、 ボ ス 部 （ ５ ６ ） の 側 壁 に 螺 旋
溝 （ ２ ４ ） と 係 合 す る 凸 部 （ ５ ２ ） を 設 け て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載
の オ ー ト デ ィ ス エ ー ブ ル 安 全 注 射 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 外 筒 （ ６ ） の 鍔 部 （ ６ ９ ） に 嵌 め ら れ る ２ つ の 半 楕 円 状 の 芯 棒 位 置 決 め 板 （ ７ ） の 中 間
部 に Ｔ 字 型 の 溝 を 設 け 、 ２ つ の 半 楕 円 状 の 芯 棒 位 置 決 め 板 （ ７ ） を 組 み 合 わ せ て 鍔 部 （ ６
９ ） に 被 せ た と き 、 そ の 中 間 部 は 芯 棒 （ ５ ） が 直 線 運 動 し か で き な い よ う に 規 制 す る 十 字
型 の 溝 に な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の オ ー ト デ ィ ス エ ー ブ ル 安 全 注 射 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ス プ ラ イ ン 孔 （ ６ ４ ） に １ つ ま た は １ つ 以 上 の 凹 溝 （ ６ ７ ） を 設 け 、 針 ベ ー ス （ ２ ） の
外 壁 に １ つ 又 は １ つ 以 上 の 、 凹 溝 （ ６ ７ ） を 貫 通 可 能 で あ る と と も に 形 状 が 凹 溝 （ ６ ７ ）
と 同 一 で あ る ス プ ラ イ ン 片 （ ２ １ ） を 設 け 、 凹 溝 （ ６ ７ ） 及 び ス プ ラ イ ン 片 （ ２ １ ） の 軸
方 向 の 形 状 が 三 角 形 、 矩 形 、 長 方 形 、 台 形 、 セ ク タ ー 形 、 ま た は 半 円 形 の い ず れ か で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の オ ー ト デ ィ ス エ ー ブ ル 安 全 注 射 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 リ ン グ （ ２ ２ ） の キ ャ ビ テ ィ （ ２ ７ ） の 内 壁 に １ つ 又 は １ つ 以 上 の 螺 旋 溝 （ ２ ４ ） を 設
け 、 芯 棒 ５ の ボ ス 部 ５ ６ の 側 壁 に １ つ 又 は １ つ 以 上 の 、 螺 旋 溝 （ ２ ４ ） と 係 合 す る 凸 部 （
５ ２ ） を 設 け 、 螺 旋 溝 （ ２ ４ ） 及 び 凸 部 （ ５ ２ ） の 断 面 形 状 が 三 角 形 、 矩 形 、 長 方 形 、 台
形 、 セ ク タ ー 形 、 ま た は 半 円 形 の い ず れ か で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の オ ー
ト デ ィ ス エ ー ブ ル 安 全 注 射 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ピ ス ト ン （ ４ ） は 芯 棒 （ ５ ） の シ ー ル デ ィ ス ク （ ５ ５ ） 、 又 は 芯 棒 （ ５ ） の ピ ス ト ン ヘ
ッ ド （ ５ ） と ピ ス ト ン リ ン グ （ ５ ９ ） と の 組 み 合 わ せ の い ず れ か で あ り 、 ピ ス ト ン ヘ ッ ド
（ ５ ８ ） の 側 壁 に １ つ 又 は １ つ 以 上 の 、 ピ ス ト ン リ ン グ （ ５ ９ ） が 嵌 装 可 能 な ピ ス ト ン 溝
（ ５ ７ ） を 設 け て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の オ ー ト デ ィ ス エ ー ブ ル 安 全 注 射
器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 位 置 規 制 凸 台 （ ６ ６ ） は 、 針 ベ ー ス （ ２ ） の 旋 回 角 度 が ９ ０ 度 を 超 え な い よ う に 規 制 し
、 ス プ ラ イ ン 片 （ ２ １ ） の 底 部 は ０ ～ ２ ５ 度 の 係 合 角 （ ２ ８ ） の 傾 斜 面 で あ る こ と を 特 徴
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と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の オ ー ト デ ィ ス エ ー ブ ル 安 全 注 射 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 芯 棒 （ ５ ） の 基 端 部 に 引 き ち ぎ る こ と が で き る 位 置 規 制 片 （ ５ ４ ） を 設 け て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の オ ー ト デ ィ ス エ ー ブ ル 安 全 注 射 器 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 注 射 器 に 関 し 、 特 に 針 ベ ー ス が 外 筒 に し っ か り 固 着 で き る と と も に 、 自 動 的
に 針 を 弛 め て 内 方 へ 後 退 さ せ る こ と に よ っ て 、 双 方 向 保 護 を 達 成 す る 破 壊 可 能 な オ ー ト デ
ィ ス エ ー ブ ル 安 全 注 射 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 医 療 分 野 で は 、 交 差 感 染 を 防 ぐ た め に 、 使 い 捨 て 型 の 注 射 器 が 広 く 使 わ れ て い る 。 使 い
捨 て 型 の 注 射 器 は 、 医 療 従 事 者 に よ り 注 射 完 了 後 に 芯 棒 が 折 ら れ る こ と な ど に よ っ て 使 い
捨 て の 目 的 を 達 成 す る が 、 オ ー ト デ ィ ス エ ー ブ ル 後 の 注 射 器 は 、 後 処 理 に お い て 、 医 療 従
事 者 を 突 き 刺 し た り 、 又 は 引 っ か い た り し て 傷 つ け や す く 、 新 た な 感 染 の 機 会 を も た ら す
と い う 欠 点 が あ る の で 、 患 者 及 び 医 療 従 事 者 の 双 方 を 保 護 す る （ 以 下 、 「 双 方 向 保 護 」 と
い う ） と い う 目 的 を 実 現 で き て い な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 現 在 、 双 方 向 保 護 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 既 存 及 び 特 許 出 願 済 み の 安 全 注 射 器 に お い て
、 手 動 に て 針 が シ リ ン ダ ー 内 に 後 退 す る 型 （ 以 下 、 「 手 動 針 筒 内 後 退 型 」 と い う ） の 構 成
を 用 い た も の は 、 基 本 的 に は 、 芯 棒 と 針 ベ ー ス が 、 芯 棒 が シ リ ン ダ ー の 先 端 ま で 押 さ れ た
時 に 互 い に 係 合 し 、 芯 棒 が 戻 さ れ る 時 に 針 ベ ー ス を 針 と と も に 外 筒 内 へ 引 っ 張 り 込 む 構 成
を 用 い て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 使 用 済 み の 針 が 医 療 従 事 者 を 刺 し て 傷 つ け る こ
と を 避 け る こ と が で き る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 手 動 針 筒 内 後 退 型 安 全 注 射 器 は 、 針 ベ ー ス と 外 筒 と の 接 続 と い う 課 題 が あ り 、
つ ま り 、 ゴ ム リ ン グ 又 は 針 、 針 ベ ー ス 自 体 の 凸 輪 、 凸 ボ ス 、 凸 ル ー プ の よ う な 構 成 に て 外
筒 の あ る 個 所 と 締 り 嵌 め て 対 応 す る 場 合 、 そ の 接 続 を 堅 固 に す る 必 要 が あ る が 、 あ ま り 堅
固 し す ぎ て も い け な い 。 こ の 接 続 を あ ま り に も 堅 固 に す る と 、 破 壊 時 に 針 ベ ー ス が 後 退 し
な い 恐 れ が あ る し 、 一 方 、 こ の 接 続 が し っ か り さ れ て い な い と 、 液 漏 れ と 、 注 射 時 に 針 が
自 動 的 に 後 退 す る こ と を 招 く こ と に な り 、 針 が 自 動 的 に 後 退 す る と 、 注 射 が で き な く な る
。 従 来 の 解 決 方 案 に は 、 針 台 又 は 針 ベ ー ス に ね じ を 設 け て い る も の が あ る が 、 針 台 又 は 針
ベ ー ス は 堅 固 に 外 筒 へ 固 着 さ れ る け れ ど も 、 い ず れ も 手 で 直 接 的 又 は 間 接 的 に ね じ 連 結 を
解 放 す る 必 要 が あ り 、 ね じ 連 結 を 解 放 す る 作 業 を 作 業 者 の 主 観 意 識 に 委 ね る と 、 使 い 捨 て
の も の が 破 壊 で き る か 否 か と い う 隠 れ た 危 険 性 が あ る 。 と 同 時 に 、 針 に ね じ を き る と 、 こ
の 針 は 非 標 準 の 針 に な り 、 医 療 従 事 者 が 使 用 す る 際 に 針 を 取 り 替 え る の に 不 便 で あ る 。 要
す る に 、 い か に 確 実 に 患 者 と 医 療 従 事 者 を と も に 保 護 す る か と い う こ と が 、 長 年 医 療 分 野
に お い て 悩 ん で き た 課 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 針 ベ ー ス を 外 筒 に し っ か り と 固 定 で き る と と も に 、 自 動 的 に 針 を 弛 め て 内 方
へ 後 退 さ せ る こ と に よ っ て 、 確 実 に 患 者 と 医 療 従 事 者 へ の 双 方 向 保 護 を 達 成 で き 、 構 成 が
簡 易 で 、 使 用 が 便 利 で 、 破 壊 可 能 な オ ー ト デ ィ ス エ ー ブ ル 安 全 注 射 器 を 提 供 す る こ と に あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 目 的 を 実 現 す る た め に 、 針 と 、 針 ベ ー ス と 、 シ ー ル と 、 ピ ス ト ン
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と 、 芯 棒 と 、 外 筒 と 、 芯 棒 位 置 決 め 板 に よ り 構 成 さ れ 、 外 筒 の 底 部 に 楕 円 状 の 鍔 部 を 設 け
、 外 筒 の 頂 部 の 大 ボ ト ム カ バ ー の 先 端 部 に 針 ベ ー ス 室 を 設 け て い る 注 射 器 に お い て 、 針 ベ
ー ス 室 に お け る 小 ボ ト ム カ バ ー に ス プ ラ イ ン 孔 を 設 け て お り 、 小 ボ ト ム カ バ ー の 縁 部 に ス
プ ラ イ ン 孔 を 構 成 す る 突 片 を 設 け 、 隣 接 す る 突 片 の 間 は ス プ ラ イ ン 孔 の 凹 溝 に な り 、 針 ベ
ー ス の 先 端 部 は ス プ ラ イ ン 孔 を 貫 通 可 能 な 円 錐 継 ぎ 手 で あ り 、 後 端 部 は リ ン グ で あ り 、 針
ベ ー ス の 外 壁 に 凹 溝 を 貫 通 可 能 な ス プ ラ イ ン 片 を 設 け 、 ス プ ラ イ ン 片 と リ ン グ の 間 に シ ー
ル を 嵌 め 入 れ る た め の ネ ッ ク 部 を 設 け て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ス プ ラ イ ン 孔 の 突 片 に 針 ベ ー ス の 旋 回 角 度 を 規 制 す る た め の 位 置 規 制 凸 台 を 設 け 、 ス プ
ラ イ ン 片 の 底 部 は 係 合 角 を 有 す る 傾 斜 面 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 リ ン グ の キ ャ ビ テ ィ の 先 端 部 に 係 止 溝 を 設 け 、 キ ャ ビ テ ィ の 内 壁 に 螺 旋 溝 を 設 け 、 芯 棒
の ボ ス 部 の 先 端 部 に 、 係 止 溝 共 同 で 係 止 機 構 を 構 成 す る 係 止 ヘ ッ ド を 設 け 、 芯 棒 の ボ ス 部
の 側 壁 に 螺 旋 溝 と 係 合 す る 凸 部 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 鍔 部 に は 、 ２ つ の 半 楕 円 状 の 芯 棒 位 置 決 め 板 が 嵌 め ら れ て 、 芯 棒 位 置 決 め 板 の 中 間 部 に
Ｔ 字 型 の 溝 を 設 け 、 ２ つ の 半 楕 円 状 の 芯 棒 位 置 決 め 板 が 組 み 合 わ さ れ て 鍔 部 を 被 せ る と き
、 そ の 中 間 部 は 芯 棒 が 直 線 運 動 し か で き な い よ う に 規 制 す る 十 字 型 の 溝 に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ピ ス ト ン は 芯 棒 の シ ー ル デ ィ ス ク 又 は ピ ス ト ン ヘ ッ ド と ピ ス ト ン リ ン グ と の 組 み 合 わ せ
の い ず れ か で あ り 、 ピ ス ト ン ヘ ッ ド の 側 壁 に １ つ 又 は １ つ 以 上 の 、 ピ ス ト ン リ ン グ が 嵌 装
可 能 な ピ ス ト ン 溝 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 位 置 規 制 凸 台 は 旋 回 角 度 が ９ ０ 度 を 超 え な い よ う に 針 ベ ー ス を 規 制 し て 、 ス プ ラ イ ン 片
の 底 部 は ０ ～ ２ ５ 度 の 係 合 角 の 傾 斜 面 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ス プ ラ イ ン 孔 に １ つ ま た は １ つ 以 上 の 凹 溝 を 設 け 、 針 ベ ー ス の 外 壁 に １ つ 又 は １ つ 以 上
の 、 凹 溝 を 貫 通 可 能 で あ る と と も に 形 状 が 凹 溝 と 同 一 で あ る ス プ ラ イ ン 片 を 設 け 、 凹 溝 及
び ス プ ラ イ ン 片 の 軸 方 向 の 形 状 は 三 角 形 、 矩 形 、 長 方 形 、 台 形 、 セ ク タ ー 形 、 ま た は 半 円
形 の い ず れ で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 リ ン グ の キ ャ ビ テ ィ の 内 壁 に １ つ 又 は １ つ 以 上 の 螺 旋 溝 を 設 け 、 ピ ス ト ン の ボ ス 部 の 側
壁 に １ つ 又 は １ つ 以 上 の 、 螺 旋 溝 と 係 合 す る 凸 部 を 設 け 、 螺 旋 溝 及 び 凸 部 の 断 面 形 状 は 三
角 形 、 矩 形 、 長 方 形 、 台 形 、 セ ク タ ー 形 、 ま た は 半 円 形 の い ず れ で あ っ て も 良 い 。
芯 棒 の 基 端 部 に 引 き 破 る こ と が で き る 位 置 規 制 片 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 針 ベ ー ス 室 に お け る 小 ボ ト ム カ バ ー に ス プ ラ イ ン 孔 と 、 突 片 と 、 凹 溝 と を 設
け 、 針 ベ ー ス の 外 壁 に 凹 溝 を 貫 通 可 能 の ス プ ラ イ ン 片 を 設 け 、 ス プ ラ イ ン 片 と リ ン グ の 間
に シ ー ル を 嵌 め 入 れ る た め の ネ ッ ク 部 を 設 け 、 且 つ 突 片 に 針 ベ ー ス の 旋 回 角 度 を 規 制 す る
た め の 位 置 規 制 凸 台 を 設 け て い る の で 、 針 ベ ー ス を 外 筒 に お け る 針 ベ ー ス 室 に ス ラ イ ド さ
せ 、 ス プ ラ イ ン を ス プ ラ イ ン 孔 の 凹 溝 に 貫 通 さ せ た 後 、 右 方 向 へ 針 ベ ー ス を 旋 回 し 、 位 置
規 制 凸 台 に 当 た っ て そ れ 以 上 回 れ な い ま で 旋 回 さ せ る 。 こ の と き 、 ス プ ラ イ ン 片 は ス プ ラ
イ ン 孔 の 突 片 と ず れ て 重 な り 合 っ て 、 周 方 向 の 噛 み 合 い に な り 、 又 ス プ ラ イ ン 片 の 底 部 は
係 合 角 を 有 す る 傾 斜 面 で あ る た め 、 ス プ ラ イ ン 片 の 底 部 の 傾 斜 面 に よ っ て 、 針 ベ ー ス 室 の
小 ボ ト ム カ バ ー と 、 シ ー ル と 、 針 ベ ー ス と の 間 が 旋 回 角 度 の 増 大 に 伴 っ て ま す ま す 固 く な
り 、 外 筒 の 密 閉 性 を 達 成 す る 上 に 、 針 ベ ー ス が し っ か り 外 筒 に 固 定 さ れ る こ と に な る 。 し
か も 、 針 ベ ー ス の 末 端 の リ ン グ の 外 径 と 外 筒 の 内 径 の 間 は 遊 嵌 で あ る の で 、 針 ベ ー ス は ス
プ ラ イ ン 孔 へ 進 入 す る と き 、 又 は ス プ ラ イ ン 孔 か ら 退 出 す る と き に 抵 抗 力 が 小 さ く て 済 み
、 組 み 立 て 時 に も 針 ベ ー ス を 後 退 さ せ る 時 に も ス ム ー ズ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 本 発 明 は 、 リ ン グ の キ ャ ビ テ ィ の 内 壁 に 螺 旋 溝 を 設 け 、 ピ ス ト ン の ボ ス 部 の 側 壁 に 螺 旋
溝 と 係 合 す る 凸 部 を 設 け 、 螺 旋 溝 と 凸 部 に よ り 螺 旋 機 構 を 構 成 し 、 こ の 機 構 は シ ン グ ル ヘ
ッ ド 又 は マ ル チ ヘ ッ ド ね じ 構 成 を 用 い 、 芯 棒 が 直 線 運 動 を す る 場 合 に 、 凸 部 は 螺 旋 溝 に 嵌
入 さ せ て 、 針 ベ ー ス を 自 動 的 に 逆 方 向 へ 旋 回 さ せ 、 針 ベ ー ス に お け る ス プ ラ イ ン 片 と 針 ベ
ー ス 室 の 小 ボ ト ム カ バ ー に お け る ス プ ラ イ ン 孔 の 突 片 と が は ず れ な い 状 態 に 戻 り 、 こ の 場
合 に 、 ス プ ラ イ ン 片 が ス プ ラ イ ン 孔 の 凹 溝 を ス ム ー ズ に 通 る こ と が 可 能 に な る 。 針 ベ ー ス
が 逆 方 向 へ 旋 回 し 、 所 定 の 位 置 に 着 く と と も に 、 芯 棒 の 凸 部 の 先 端 部 に お け る 係 止 ヘ ッ ド
も 所 定 の 位 置 に つ い て 、 リ ン グ の キ ャ ビ テ ィ の 先 端 部 に お け る 係 止 溝 に 挿 入 さ さ れ て 、 互
い に 一 体 に 係 合 し 、 係 止 ヘ ッ ド と 係 止 溝 は 共 同 し て 係 止 機 構 に な り 、 芯 棒 を 後 退 さ せ る と
、 針 と と も に 針 ベ ー ス を 外 筒 の 中 に 引 っ 張 り 込 む こ と に な る 。 再 度 芯 棒 を 押 圧 し て 針 の 針
チ ュ ー ブ を 螺 旋 状 に 潰 し て 、 更 に 芯 棒 を 折 っ て 切 る と 、 注 射 器 は 破 壊 さ れ て 再 度 使 用 で き
な く な り 、 医 療 従 事 者 は 再 度 針 に 触 る 必 要 が な く な り 、 そ こ で 確 実 に 患 者 及 び 医 療 従 事 者
へ の 双 方 向 保 護 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に お い て 、 針 ベ ー ス と 、 針 ベ ー ス 室 と 、 シ ー ル は 汎 用 部 品 で あ り 、 こ の ３ つ の 部
品 か ら な る 針 ベ ー ス ユ ニ ッ ト は 直 挿 継 ぎ 手 式 及 び ね じ 継 ぎ 手 式 の ２ 種 類 に 分 け ら れ 、 針 ベ
ー ス ユ ニ ッ ト を 外 筒 の 中 心 線 に 重 な る 位 置 又 は 重 な ら な い 位 置 に 取 り 付 け る と 、 さ ま ざ ま
な 仕 様 の 中 芯 ヘ ッ ド 式 又 は 偏 芯 ヘ ッ ド 式 安 全 注 射 器 を 構 成 す る こ と が で き る 。 異 な る ピ ス
ト ン を 採 用 す れ ば 、 さ ま ざ ま な 使 用 の ス リ ー ピ ー ス 又 は ツ ー ピ ー ス 安 全 注 射 器 を 構 成 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 以 下 の 特 徴 点 を 有 し て い る 。
　 １ ． 構 成 が 簡 単 で 、 密 閉 が 確 実 で 、 針 ベ ー ス を し っ か り 外 筒 に 連 結 す る こ と が で き る 。
　 ２ ． 標 準 の 針 を 用 い 、 使 用 が 便 利 で あ る 。
　 ３ ． 通 常 の 操 作 を し 、 医 療 従 事 者 は 余 分 の 動 作 を し な く て も 、 針 ベ ー ス と 外 筒 間 の 連 結
を ス ム ー ズ 且 つ 自 動 的 に 解 放 し 、 針 ベ ー ス を 針 と と も に 外 筒 の 内 部 へ ス ム ー ズ に 引 き 戻 す
こ と が で き 、 且 つ 破 壊 可 能 で 、 一 回 の み の 使 用 が 確 実 に で き る 。
　 ４ ． さ ま ざ ま な 仕 様 の ツ ー ピ ー ス 、 ス リ ー ピ ー ス 、 中 芯 ヘ ッ ド 式 、 偏 芯 ヘ ッ ド 式 、 直 挿
継 ぎ 手 式 及 び ね じ 継 ぎ 手 式 の オ ー ト デ ィ ス エ ー ブ ル 安 全 注 射 器 を 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 確 実 に 患 者 と 医 療 従 事 者 を と も に 保 護 す る こ と が で き 、 患 者 間 の 交 差 感 染 を
防 止 で き る と と も に 、 医 療 従 事 者 が 使 用 済 み の 針 に よ る 突 き 刺 し を 蒙 っ て 感 染 す る こ と を
回 避 で き る 、 新 型 の 安 全 注 射 器 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 実 施 例 に 結 び つ け て 添 付 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 を 更 に 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
＜ 第 一 実 施 例 ＞
　 ツ ー ピ ー ス 型 中 芯 ヘ ッ ド 式 ね じ 継 ぎ 手 安 全 注 射 器
　 本 発 明 は 針 １ と 、 針 ベ ー ス ２ と 、 シ ー ル ３ と 、 ピ ス ト ン ４ と 、 芯 棒 ５ と 、 外 筒 ６ と 、 芯
棒 位 置 決 め 板 ７ に よ り 構 成 さ れ 、 外 筒 ６ の 底 部 に 楕 円 状 の 鍔 部 ６ ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 外 筒 ６ の 頂 部 に お け る 大 ボ ト ム カ バ ー ６ １ の 先 端 に リ ン グ 状 の 針 ベ ー ス 室 ６ ２ が 設 け ら
れ て い る 。 針 ベ ー ス 室 ６ ２ の セ ン タ ー は 外 筒 ６ の セ ン タ ー と 同 心 と な っ て お り 、 針 ベ ー ス
室 ６ ２ に お け る 小 ボ ト ム カ バ ー ６ ３ に は ス プ ラ イ ン 孔 ６ ４ が 設 け ら れ て お り 、 小 ボ ト ム カ
バ ー ６ ３ の 縁 部 に は ス プ ラ イ ン 孔 ６ ４ を 構 成 す る 突 片 ６ ５ が 設 け ら れ 、 こ の 突 片 ６ ５ に 針
ベ ー ス ２ の 旋 回 角 度 を 規 制 す る た め の 位 置 規 制 凸 台 ６ ６ が 設 け ら れ 、 隣 接 す る 突 片 ６ ５ と
の 間 は ス プ ラ イ ン 孔 ６ ４ の 凹 溝 ６ ７ に な り 、 凹 溝 ６ ７ は ４ つ の 溝 ６ ７ １ 、 ６ ７ ２ 、 ６ ７ ３
、 ６ ７ ４ を 含 む 。 針 ベ ー ス ２ の 先 端 は ス プ ラ イ ン 孔 ６ ４ を 貫 通 可 能 な 円 錐 継 ぎ 手 ２ ６ で あ
り 、 こ の 円 錐 継 ぎ 手 ２ ６ は ね じ 式 で あ り 、 後 端 部 は リ ン グ ２ ２ で あ り 、 針 ベ ー ス ２ の 外 壁
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に 凹 溝 ６ ７ を 貫 通 可 能 な ス プ ラ イ ン 片 ２ １ が 設 け ら れ 、 ス プ ラ イ ン 片 ２ １ と リ ン グ ２ ２ の
間 に は シ ー ル ３ を 嵌 め 込 む た め の ネ ッ ク 部 ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。 ス プ ラ イ ン 片 ２ １ の 数
は ス プ ラ イ ン 孔 ６ ４ の 凹 溝 ６ ７ と 同 一 で あ っ て 、 ２ １ １ 、 ２ １ ２ 、 ２ １ ３ 、 ２ １ ４ の ４ つ
で あ り 、 ス プ ラ イ ン 片 ２ １ の 底 部 は 係 合 角 ２ ８ を 有 す る 傾 斜 面 で あ る 。 リ ン グ ２ ２ の キ ャ
ビ テ ィ ２ ７ の 先 端 部 に は 係 止 溝 ２ ３ が 設 け ら れ 、 キ ャ ビ テ ィ ２ ７ の 内 壁 に は 螺 旋 溝 ２ ４ が
設 け ら れ て い る 。 ピ ス ト ン ４ は 芯 棒 ５ の シ ー ル デ ィ ス ク ５ ５ で あ り 、 芯 棒 ５ の ボ ス 部 ５ ６
の 先 端 部 に 、 係 止 溝 ２ ３ と 協 働 し て 係 止 機 構 を 構 成 す る 係 止 ヘ ッ ド ５ １ が 設 け ら れ 、 ボ ス
部 ５ ６ の 側 壁 に 螺 旋 溝 ２ ４ と 係 合 す る 凸 部 ５ ２ が 設 け ら れ て い る 。 螺 旋 溝 ２ ４ は ４ つ の ね
じ 溝 ２ ４ １ 、 ２ ４ ２ 、 ２ ４ ３ 、 ２ ４ ４ に よ り 構 成 さ れ る 右 回 り ４ ヘ ッ ド 雌 ね じ で あ り 、 凸
部 ５ ２ は ４ つ の 円 柱 ５ ２ １ 、 ５ ２ ２ 、 ５ ２ ３ 、 ５ ２ ４ に よ り 構 成 さ れ る ４ ヘ ッ ド 雄 ね じ で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 芯 棒 ５ の 基 端 部 の リ ブ の １ つ で あ る ５ ３ に は 四 角 状 の 引 き ち ぎ る こ と が で き る 位 置 規 制
片 ５ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 鍔 部 ６ ９ に は 、 ２ つ の 半 楕 円 状 の 芯 棒 位 置 決 め 板 ７ が 嵌 め ら れ る 。 芯 棒 位 置 決 め 板 ７ の
中 間 部 に は Ｔ 字 型 の 溝 が 設 け ら れ 、 ２ つ の 半 楕 円 状 の 芯 棒 位 置 決 め 板 ７ を 組 み 合 わ せ て 鍔
部 ６ ９ に 被 せ る と 、 そ の 中 間 部 は 芯 棒 ５ が 直 線 運 動 し か で き な い よ う に 規 制 す る 十 字 型 の
溝 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 位 置 規 制 凸 台 ６ ６ は 、 針 ベ ー ス ２ の 旋 回 角 度 が ９ ０ 度 を 超 え な い よ う に 規 制 す る 。 ス プ
ラ イ ン 片 ２ １ の 底 部 は ０ ～ ２ ５ 度 の 係 合 角 ２ ８ の 傾 斜 面 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 凹 溝 ６ ７ 及 び ス プ ラ イ ン 片 ２ １ の 軸 方 向 の 形 状 は 三 角 形 、 矩 形 、 長 方 形 、 台 形 、 セ ク タ
ー 形 、 ま た は 半 円 形 の い ず れ で あ っ て も 良 い 。 螺 旋 溝 ２ ４ 及 び 凸 部 ５ ２ の 断 面 形 状 は 三 角
形 、 矩 形 、 長 方 形 、 台 形 、 セ ク タ ー 形 、 ま た は 半 円 形 の い ず れ で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 組 み 立 て る 場 合 に 、 ま ず シ ー ル ３ を 針 ベ ー ス ２ の ネ ッ ク 部 ２ ５ に セ ッ ト し 、 針 ベ ー ス ２
を 外 筒 ６ に お け る 針 ベ ー ス 室 ６ ２ に 滑 り 込 ま せ 、 ス プ ラ イ ン 片 ２ １ を ス プ ラ イ ン 孔 ６ ４ の
凹 溝 ６ ７ に 貫 通 さ せ た 後 、 右 方 向 へ 針 ベ ー ス ２ を 旋 回 し 、 位 置 規 制 凸 台 ６ ６ に 当 た っ て そ
れ 以 上 回 れ な い ま で 旋 回 す る 。 こ の と き 、 ス プ ラ イ ン 片 ２ １ は ス プ ラ イ ン 孔 ６ ４ の 突 片 ６
５ と は 位 置 が ず れ た 状 態 で 重 な り 合 っ て 、 周 方 向 の 噛 み 合 い を 形 成 し 、 ス プ ラ イ ン 片 ２ １
の 底 部 は 係 合 角 ２ ８ を 有 す る 傾 斜 面 で あ る た め 、 旋 回 角 度 の 増 大 に 伴 っ て 針 ベ ー ス 室 ６ ２
の 小 ボ ト ム カ バ ー ６ ３ と 、 シ ー ル ３ と 、 針 ベ ー ス ２ と の 間 が ま す ま す 緊 締 状 態 と な り 、 針
ベ ー ス ２ が し っ か り と 外 筒 ６ に 固 定 さ れ る こ と に な る 。 ツ ー ピ ー ス 型 芯 棒 ５ を 装 着 し て 、
芯 棒 ５ の い ず れ か の 縁 ５ ３ を 外 筒 ６ の 鍔 部 ６ ９ の 短 軸 ６ ８ の 方 向 と 一 致 さ せ 、 か つ 芯 棒 ５
の 末 端 の 位 置 規 制 片 ５ ４ を 外 筒 の 鍔 部 ６ ９ の 外 側 に 位 置 さ せ 、 ２ つ の 芯 棒 位 置 決 め 板 ７ を
取 り 付 け て 、 位 置 規 制 片 ５ ４ が ち ょ う ど 芯 棒 位 置 決 め 板 ７ と 当 接 す る ま で 芯 棒 ５ を 押 圧 す
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 使 用 時 に は 、 ま ず 手 で 位 置 規 制 片 ５ ４ を 引 き ち ぎ れ ば 、 注 射 器 は 通 常 使 用 可 能 な 状 態 に
な る 。 注 射 の 全 過 程 に お い て 、 芯 棒 位 置 決 め 板 ７ の 位 置 決 め に よ り 、 芯 棒 ５ は 外 筒 ６ の 中
心 線 と 平 行 す る 方 向 で の 直 線 運 動 の み が で き る 。 注 射 完 了 の 直 前 に 、 芯 棒 ５ の ４ つ の 凸 部
５ ２ １ 、 ５ ２ ２ 、 ５ ２ ３ 、 ５ ２ ４ は そ れ ぞ れ 針 ベ ー ス ２ の ４ つ の 螺 旋 溝 ２ ４ １ 、 ２ ４ ２ 、
２ ４ ３ 、 ２ ４ ４ と 噛 み 合 う こ と と な り 、 芯 棒 ５ の 進 入 に し た が っ て 、 芯 棒 ５ の 凸 部 ５ ２ は
螺 旋 溝 ２ ４ に よ っ て 針 ベ ー ス ２ を 逆 方 向 に 旋 回 さ せ 、 ス プ ラ イ ン 片 ２ １ と ス プ ラ イ ン 孔 ６
４ の 突 片 ６ ５ と は ず れ て い な い 状 態 に 戻 る 。 針 ベ ー ス ２ が 逆 方 向 へ 旋 回 し 、 所 定 の 位 置 に
つ く と と も に 、 針 ベ ー ス ２ の 係 止 溝 ２ ３ と 芯 棒 ５ の 係 止 ヘ ッ ド ５ １ も 所 定 の 位 置 に つ い て
、 互 い に 一 体 に 係 合 し 、 芯 棒 ５ を 引 き 戻 す と 、 針 ベ ー ス ２ を 針 １ と と も に 外 筒 ６ の 中 に 引
き 入 れ る こ と に な る 。 再 度 芯 棒 ５ を 押 し 戻 し て 針 １ の 針 チ ュ ー ブ を 螺 旋 状 に 潰 し 、 更 に 芯
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棒 ５ を 折 っ て 切 る と 、 注 射 器 は 破 壊 さ れ て 再 使 用 で き な く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
＜ 第 二 実 施 例 ＞
　 ス リ ー ピ ー ス 型 バ イ ア ス ヘ ッ ド 式 直 挿 継 ぎ 手 安 全 注 射 器
　 第 二 実 施 例 の 針 １ 、 針 ベ ー ス ２ と 、 シ ー ル ３ と 、 芯 棒 ５ と 、 外 筒 ６ と 、 芯 棒 位 置 決 め 板
７ の 構 造 は 基 本 的 に 第 一 実 施 例 と 同 じ で あ り 、 異 な る 点 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 二 実 施 例 の 外 筒 は 偏 芯 ヘ ッ ド 式 で あ り 、 針 ベ ー ス 室 ６ ２ の 中 心 線 は 外 筒 ６ の 中 心 線 と
平 行 で 、 且 つ 外 筒 ６ の 鍔 部 ６ ９ の 短 軸 ６ ８ 上 に 位 置 す る 。
　 針 ベ ー ス ２ の 先 端 に お け る 円 錐 継 ぎ 手 ２ ６ は 直 挿 型 で あ る 。
　 ピ ス ト ン ４ は 芯 棒 ５ の ピ ス ト ン ヘ ッ ド ５ ８ と ピ ス ト ン リ ン グ ５ ９ と の 組 み 合 わ せ で な り
、 ピ ス ト ン ヘ ッ ド ５ ８ の 側 壁 に は ピ ス ト ン リ ン グ ５ ９ が 嵌 装 可 能 な ピ ス ト ン 溝 ５ ７ を ２ つ
設 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 二 実 施 例 の 組 み 立 て と 使 用 は 第 一 実 施 例 と 同 じ で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 ツ ー ピ ー ス 型 中 芯 ヘ ッ ド 式 ね じ 継 ぎ 手 安 全 注 射 器 、 即 ち 第 一 実 施 例 の 構 成 を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 一 実 施 例 に お け る 外 筒 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 し た 外 筒 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 一 実 施 例 に お け る ね じ 継 ぎ 手 針 ベ ー ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 し た 針 ベ ー ス の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ に 示 し た 針 ベ ー ス の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ス プ ラ イ ン 座 の Ａ 方 向 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 一 実 施 例 に お け る 芯 棒 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ に 示 し た 芯 棒 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 一 実 施 例 に お い て ２ つ の 芯 棒 位 置 決 め 板 が 組 み 合 わ さ れ て い る 構 成 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 １ １ 】 一 つ の 芯 棒 位 置 決 め 板 の 半 切 断 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 ツ ー ピ ー ス 型 中 芯 ヘ ッ ド 式 ね じ 継 ぎ 手 安 全 注 射 器 の 使 用 完 了 後 の 状 態 図 で あ る
。
【 図 １ ３ 】 ス リ ー ピ ー ス 型 偏 芯 ヘ ッ ド 式 直 挿 継 ぎ 手 安 全 注 射 器 、 即 ち 第 二 実 施 例 の 構 成 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 第 二 実 施 例 に お け る 外 筒 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ に 示 し た 外 筒 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 第 二 実 施 例 に お け る 直 挿 継 ぎ 手 針 ベ ー ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ に 示 し た 針 ベ ー ス の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ６ に 示 し た 針 ベ ー ス の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 第 二 実 施 例 に お け る 芯 棒 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ ９ に 示 し た 芯 棒 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 ス リ ー ピ ー ス 型 偏 芯 ヘ ッ ド 式 直 挿 継 ぎ 手 安 全 注 射 器 の 使 用 完 了 後 の 状 態 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ 　 針
　 ２ 　 針 ベ ー ス
　 ３ 　 シ ー ル
　 ４ 　 ピ ス ト ン
　 ５ 　 芯 棒
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　 ６ 　 外 筒
　 ７ 　 芯 棒 位 置 決 め 板
　 ２ １ 　 ス プ ラ イ ン 片
　 ２ ２ 　 リ ン グ
　 ２ ６ 　 円 錐 継 手
　 ６ １ 　 大 ボ ト ム カ バ ー
　 ６ ２ 　 針 ベ ー ス 室
　 ６ ３ 　 小 ボ ト ム カ バ ー
　 ６ ４ 　 ス プ ラ イ ン 孔
　 ６ ５ 　 突 片
　 ６ ７ 　 凹 溝
　 ６ ９ 　 鍔 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

(11) JP 2004-344666 A 2004.12.9



【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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